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２１世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会（略称 ２１･老福連） 
                                          事務局長 廣末 利弥 

 
                      ２１･老福連 第７回職員研究交流集会 

                           実行委員長  小西 乃里子 
 

第７回職員研究交流集会へご参加いただくにあたってのご案内 

 
拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 
この度は、第７回職員研究交流集会にお申込いただき誠にありがとうございます。 
さて、いよいよ集会の開催まで、残すところあとわずかとなりました。お手元に届いた参加券に必ずお目をお通し

くださいますようお願いいたします。 
以下、集会にご参加いただくにあたって、留意点や変更点等を記載しております。各自で必ずご確認の上、お越し

くださいますようよろしくお願い申し上げます。 
なお、現地のご案内につきましては、同封いたしました宇奈月温泉の地図をご覧いただければと存じます。 
何かご不明な点等がございましたら、文末に記載した連絡先までお問い合わせください。 

 実行委員会一同、当日みなさまにお会いできることを心待ちにしながら、集会の最終準備をすすめていきます。 
くれぐれもお気をつけてお越しください。 

敬具 
 

記 

 

◇二日目に開催される「分科会」について 

希望人数や、演題発表希望数の関係上、当初ご案内していた内容と異なる部分がございます。詳しくは次頁の「分科会一覧」を

ご覧ください。また、今回名鉄観光から送付されている参加券には「分科会番号」が記載されております。万が一、当初希望して

いた分科会内容と表記番号が異なる際には文末に記載されている連絡先までご連絡ください。（番号の変更が生じている分散会

もございますので、ご注意ください） なお、分科会会場は、延対寺荘一ヶ所での開催と変更されましたので、二日目のみ参加さ

れる方は延対寺荘の受付窓口へお越しください。（１日目から参加される方は当日配布する資料集でご確認ください） 

◇送迎バス（有料／富山駅⇔宇奈月温泉）をお申込いただいたみなさまへ 

富山駅での集合は北口の改札を出た場所となります。（正面口ではありません。当日北口付近で案内がございますが、くれぐ

れもお間違いのないようお願いいたします） なお、定刻の１３：３０にはバスは出発しますのでご承知おきください。 

◇お車でお越しのみなさまへ 

 現地、宇奈月温泉での駐車場は「黒部峡谷鉄道駐車場」となりますが、満車になった場合は「宇奈月駐車場」となります。（台数

制限のため先着順とさせていただきます）延対寺荘の駐車場は関係者のみの使用に限られておりますので、駐車はご遠慮くださ

い。なお、天候によってはスノータイヤ等の準備が必要な場合もございます。交通情報等で確認の上、事故のないようお越しくだ

さい。 

◇延対寺荘に宿泊されるみなさま方へ 

 お部屋割りにつきましては、当日配布する資料の中でのご案内を予定しております。なお、１日目の集会開始前にお荷物を置

かれる際には、延対寺荘のフロントにお立ち寄りいただき、貴重品以外をお預けください。チェックインは１日目の集会終了以降、

みなさんがお泊りになる各部屋に鍵を置いておきますので、手続き等は不要です。 

◇そのた 

 出発地からの気温の変化も考えられますので、風邪をお召しにならないよう、当日はあたたかい格好でお越しください。 

 
【 連絡先 】         現地実行委員会事務局  特別養護老人ホーム しらいわ苑  （担当 万治喜久雄） 

                 TEL 076 - 479 - 2080  FAX 076 – 479 - 2077 Ｅ－mail  k_manji@nijinokai.net 

 

２１世紀 ・ 老人福祉の向上をめざす施設連絡会 事務局  （担当 事務局員 大谷尚子） 

     TEL 075‐494-1115  FAX 075‐494‐1135   Ｅ－mail roufuku＠siren.ocn.ne.jp  



２１･老福連 第７回職員研究交流集会 分科会一覧 

 

 

 
No

 部屋番号
（定員）

分科会名 分散会名 座長 助言者

１－Ⅰ ２Ｆ中宴会場「風」
１－Ⅰ　ユニット型を中
心に

福岡　いきいき八田
　　施設長　山本　明美

兵庫　けま喜楽苑
　　特養リーダー　黒川　晶子

１－Ⅱ① ４Ｆ　４０５
１－Ⅱ①　従来型を中心
に

奈良　こがねの里
　　総主任　栄　孝

大阪　いのこの里
　　法人事務局　正森　克也

１－Ⅱ② ５Ｆ　５０５
１－Ⅱ②　従来型を中心
に

兵庫　喜楽苑
　　特養部長　若宮　達也

東京　マイホーム新川
　　施設長　繁田　正人

１－Ⅲ ７Ｆ中宴会場「延寿」
１－Ⅲ　行動障害がある
認知症の方のケアを中心
に

北海道　フルーツ・シャトーよいち
　　副施設長　本荘　頼賢

愛知蒲郡眺海園
　　施設長　早川　昌宏

１－Ⅳ ４Ｆ　４２７
１－Ⅳ　認知症を含む身
体的重度の方のケアを中
心に

山形　とかみ共生苑
　　施設長　高橋　春樹

群馬　誠の園
　　施設長　山口　千春

１－Ⅴ ３Ｆ　３０５
１－Ⅴ　ターミナルケア
を中心に

兵庫　にしのみや苑
　　看護主任　田中　良子

京都　原谷こぶしの里
　　部長　幸　暁子

２ ２Ｆサロン「渓流」 施設の暮らしの中で食を支える ２
京都　社会福祉法人七野会
　　栄養部部長　森島　静子

新潟　むつみ荘
　　管理栄養士　山崎　正則

３－Ⅰ ２Ｆ中宴会場「月」
施設の暮らしの中で医療・健康管
理を考える

３－Ⅰ
群馬　榛名憩の園
　　園長　大美賀　亨

東京　葛飾やすらぎの郷
　　施設長　中山　美千代

４－Ⅰ ５Ｆ　５２６
４－Ⅰ　ショートのとり
くみを中心に

新潟　あしぬま荘
　　施設長　川瀬　裕

島根　長命園
　　施設長　須山　俊二

４－Ⅲ ２Ｆ小宴会場「雲井」
４－Ⅲ　デイのとりくみ
を中心に①

岡山　健生園
　　特養相談員部長　日笠　悦子

大阪　結いの里
　　施設長代行　小島　すゞ代

４－Ⅳ ２Ｆ小宴会場「萩」
４－Ⅳ　デイのとりくみ
を中心に②

静岡　通所介護ウィル
　　所長　草島　誠人

富山　とやま虹の会
　　理事　山崎　乙吉

５－Ⅰ ２Ｆ　２２１
５－Ⅰ　ホームヘルプ
サービス

静岡　芳川の里
　　管理責任者　宮形　淳

京都　原谷こぶしの里ホームヘル
パーステーション
　　施設長　木本　ちさと

５－Ⅱ ６Ｆ　６０５
５－Ⅱ　グループホーム
ケア

山形　とかみ楽生苑
　　管理者　高梨　友也

島根　ひまわり園
　　施設長　常陸　実

５－Ⅲ ２Ｆ小宴会場「菊」
５－Ⅲ　小規模多機能型
サービス

京都　社会福祉法人七野会
　　事業担当常務　橋本　信夫

滋賀　ぎおうの里
　　施設長　市原　邦雄

６ ３Ｆ　３２１
養護老人ホームの制度転換への
対応と役割を考える

６
大阪　槻ノ木荘
　　施設長　中村　公三

東京　信愛寮
　　施設長　関道子

７ 1階ロビー（小） ケアハウスのあり方を考える ７
宮城　宮城野の里
　　施設長　小野　ともみ

愛知　ケアハウスちあき
　　施設長　寺田　路子

８－Ⅰ ２Ｆ小宴会場「さくら」
８－Ⅰ　地域包括のとり
くみを中心に

新潟　穂波の里
　　主任介護支援専門員　井上　悦子

福祉・介護オンブズネットおおさか
　　事務局長　日下部　雅喜

８－Ⅱ ７Ｆ「琴音」「錦繍」
８－Ⅱ　居宅支援のとり
くみを中心に

新潟　あしぬま荘
　　介護支援専門部長　長井　宏樹

東京　泉苑ケアセンター
　　センター長　武田　恵

９ ７Ｆ中宴会場「黒部」
安全・安心と生活リスクの共有―
事故防止のとりくみを中心に―

９
広島　くすの木苑
　　施設部長　望月　みはる

東京　みやま大樹の苑
　　施設長　相羽　孝昭

１０ ４Ｆ　４２１
施設で事務職員が果たす役割を
考える

１０
兵庫　社会福祉法人きらくえん
　　法人事務局長　細岡　雄二

大阪　柏崎刈羽福祉事業協会
　　理事　田畑　洋

１１－Ⅰ
１１－Ⅰ　若い職員を中
心に

大阪　いのこの里
　　施設長　山本　智光

北海道　かりぷ・あつべつ
　　施設長　石井　秀夫

１１－Ⅱ
１１－Ⅱ　中間管理職を
中心に

長野　ゆい
　　施設長　林　積子

神奈川　緑陽苑
　　施設長　岸田　孝史

１２ ７Ｆ　フロア
施設と地域、利用者、家族、後援
会組織等との関係を考える

１２
石川　やすらぎホーム
　　主任相談員　　山口　修治

東京　白十字ホーム
　　施設長　西岡　修

分　科　会　一　覧　表

在宅生活を支えるデイ・ショート
事業

地域で暮らし続ける

地域包括支援・在宅介護支援セ
ンター、居宅介護支援事業が地
域づくりに果たす役割

施設でその人らしい暮らしを支え
る

育ちあい・育てあう職場づくり
１Ｆラウンジ

「ローズルーム」


